
 
 
 

☆ 学校教育目標 「自ら学び、心豊かでたくましく、ともに助け合う児童の育成」  

☆ 子どもたちとめざすスローガン！ 「よく学び、よく遊べ！そして、助け合う 三川っ子！」 

                               発行責任者 校長 櫻井良敬 

 
「１月はいく・２月はにげる・３月はさる」のとおり、あっという間に１月が終わり、２月とな

りました。２月は一番、日数が短い月です。しかし、三川っ子は、「（月日が）逃げて」しまうこと

がないように、目標をもって一日一日を過ごさせていきたいと思います。特に、今月は学力検査

が行われます。自主学習に根気よく取り組み、“一度で覚えきれない学習内容を計画的、継続的に

取り組んでいける自学力”を培えるよう頑張って参りたいと思います。 

  
◆三川っ子が２月で目指してほしいこと：全校朝会での校長の話（概要） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  
 

 ※№９の三川小だよりの発行日が平成２９年になっていました。平成３０年に訂正いたします。 

旭市立三川小学校  児童数２０７名 

№１０ 平成３０年２月２日（金） 

季節の節目である「節分」、自分の「福」は自分でつかもう 

２月３日は節分です。節分とは文字どおり季「節」を「分」けることですね。一年の中に、

立春・立夏・立秋・立冬など季節を分ける節目の前日を節分と言って、本来は年に４回あった

のです。日本人は季節を大事にします。その中で、春は一年の始まりなので特別に扱われ、次

第に節分といえば春になる季節の分かれ目である２月の「立春」の前日を指すようになったの

だそうです。 

また、節分には「豆まき」をします。豆を投げる鬼退治のように、皆さんはどんな方法で災

いを追い払いますか？新しい季節に向けてどんな福を招き入れますか？ 

そこで今日は、次の言葉でみんなと考えてみたいと思います。 

「今〇ら」  「今〇ら」  「今〇ら」 

○にはどんな字が入ると思いますか？ 

はじめの「〇」には、「さ」という一文字が入ります。 

「今さら」です。「今さらやったってだめだ～」という投げやりで、あきらめかけた後ろ向き

の気持ちになります。「いやなことはやりたくない」「楽をしたい」「適当でいいや」といった気

持ちは誰の心の中にもあります。でも、それに負けるか、やっつけるかは自分の意志次第です。 

こうしたらどうでしょう。二番目は、「今から」。「さあ、今からだ」という希望や期待、目標

が見えてきそうですね。 

そして、もう一つは、「今なら」。「今ならできる」という一歩踏み出す決意や勇気、みんなの

がんばる姿が見えてきますね。 

今月はなわ跳びチャレンジや学力テストがあります。一人一人が「今から」「今なら」の気持

ちを抱くにはよい時期だと思います。 

「今さら」鬼をやっつけて、「今から」「今なら」の前へ進もうとする福の気持ちを自分でつ

かみましょう！ 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２月 行事予定 

１日（木） 全校朝会 
２日（金） 学校公開日・なわとび教室 

       新一年生入学説明会 
 ３日（土） ボランティア演奏会 
５日（月） 委員会活動 
６日（火） 読み聞かせ 
９日（金） 交通指導・安全点検日 
      なわとび集会 

１１日（日） 建国記念の日 
１２日（月） 振替休日 
１７日（土） 旭３Ｓ活動報告会 

３校ＰＴＡ研修視察 
２０日（火） 学力検査 
２１日（水） 学力検査 
２２日（木） 観劇 
２６日（月） 落語教室・クラブ活動（最終） 

３月 行事予定 

１日（木） ６年生を送る会・保護者会 

１６日（金） ６年生修了式 

１７日（土） 卒業証書授与式 

２２日（木） 給食終了 

２３日（金） 修了式 

２４日（土） 学年末休業 

３０日（金） 離任式 

海匝地域落花生図画コンクール 
○最優秀賞 ４年 神原  光翔さん 

○優秀賞  ４年 伊藤  大輝さん 

      ４年 大貫  真菜さん 

社会を明るくする運動作文コンテスト 

 〇優秀賞  ６年 仲濵  観汰さん 

       ５年 尾張 ひなのさん 

ボランティア演奏会 

 〇吹奏楽部：旭中央病院シルバーケア 

センター 

校長のひとりごと ： つれづれなるままに 
子どもたちが来年度に向けて進んでいるように、学校

も準備を始めています。全国の小学校は、2020年度から

教育の基準である学習指導要領が変わります。来年度か

らは移行期間といい、そのための準備期間となります。

例えば、道徳が教科化に伴い道徳科となり、国語などと

同様に、教科書（これまでは副読本）を使って学習し、

評価があります。また、3・4年生で外国語活動、5・6年

生で外国語が始まり授業時数を増やさなければなりま

せん。子どもたちの学力や心を育むことは変わりません

が、学校は、その授業作りや評価にこれまで以上に時間

が必要となります。子どもたちとゆとりをもって学習と

生活を送るための工夫が必要となり考えていきます。 

将来に向けてたくましく 
「先生！数をかぞえて！」現在取り組んでい

る短縄では、二重とびを始め自分の目指す技に

挑戦する姿が見られます。とにかく、初めは一

回。そこからスタートし、「二回できた。三回で

きた。」と、記録を伸ばしています。初めの一歩

の大切さを知ることができます。 
３年生から５年生も体力作りを行っていま

す。来年度に向けた基礎となる体力です。５年

生が中心となっています。６年生の後を引き継

いで、いよいよ５年生が三川小を引っ張ってい

く立場になったのだと確認できます。５年生に

期待をするとともに、応援をしています。 
自ら挑戦する気持ちを試す機会を通して、将

来に向けてたくましい心と体をつくる子どもた

ち。それにふさわしい生活や運動環境をつくる

ことが大切ですね。 

なわとび集会 
２月９日（金）：１３：０５～１４：３０ 

自ら挑戦する「短なわチャレンジ」と縦割り

でチームを組む「大なわチャレンジ」です。 
熱気あふれる集会になります。ご来校お待ち

しています。 

 


